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シンチレータは単一の高エネルギー電離放射線を、ホスト-発光中心間の大規模な量子分割によ

って数千から数万の可視光子に変換する蛍光体の一種であり、核医学、セキュリティ、資源探査

等に用いられている。多くの放射線検出器においては、単結晶シンチレータが用いられているが、

近年では、セラミックスシンチレータの利用も進んでいる。例としては X 線 CT 用の Ce,Pr:GOS 

シンチレータが挙げられる [1]。このような状況のもと、さらに高輝度なセラミックスシンチレー

タを開発できれば、放射線計測の現場において有用な事は疑いようがない。本研究では、Ce 添加 

Gd3(Ga,Al)5O12 セラミックスシンチレータに関して報告する。同様の組成を持つ単結晶は、現状

の単結晶酸化物シンチレータとしては世界最大の発光量を有し [2]、また似た化学組成を持つセラ

ミックス Ce:(Gd,Y)3(Ga,Al)5O12 シンチレータも約 50000 ph/MeV の発光量を持つと報告されて

いる [3]。 

サンプルは神島化学工業において真空焼結法により作製された。本研究においては、基本的な

光学特性 (透過、反射、PL 量子収率、PL 蛍光寿命) お

よびシンチレーション特性 (シンチレーション発光

スペクトル、波高値スペクトル、蛍光減衰時定数) を

計測した。図 1 には Si-APD を用いた際の 137Cs 

スペクトルと 55Fe 5.9 keV X 線照射スペクトルを示

す。55Fe のピークは約 1640 電子正孔対に相当する

ため、発光波長域における量子効率 (~ 80%) を用い

る事で、絶対発光量として約 70000 ph/MeV の値が

得られた。この値は既存の酸化物シンチレータとし

ては最大である。本講演では実験結果に基づき、こ

の高発光量の起源に関して議論する。 
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図 1 137Cs 及び 55Fe の Si-APD 直接検
出スペクトル。 
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